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－
特
集
昭
和
印
年
度
予
算
＠

朝
日
町
の
今
年
の
町
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
、
昭
和
印
年
度
予
算

が
決
ま
り
、

4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
向
こ
う

一

年
間
の
。
町
の
台
所
。
を
ま
か
な
う
金
額
で
、
町
民
生
活
と
密
接
に

結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
皆

8
ん
一
人

一
人
か
ら
集
め
ら
れ
た
税
が
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
く
の
か
、
予
算
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。

活気に満ちた魅力ある郷土づくりに

－一

一

3
月
8
日
の
・
会

総
な
ど
、
町
政
は
、
着
笑
に
進
展
し
…

企
彦

一
定
例
会
で
、
寺
崎
町

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

一

↑nv
一
度
ガ
褒
明
し
定
「
施

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
町
民
の
皆
織
…

h

－

一
政
方
針
L

の
中
か
ら

の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
も
一

！

”
 

刈
叫

一
昭
和
印
年
度
に
お
け

の
と
、
深
〈
感
鮒
申
し
あ
げ
ま
す
。
…

Hm
一
る
可
活
気
巳
満
ち
だ

…

の

一
魅

力

あ

る

郷

主

づ

パ

活

気

に

満

ち

た

魅

力

あ

る

一

長

一
り
L

を

推

進

し

て

し

郷

土

づ

く

り

を

目

指

し

て

1
3
一
く
だ
め
の
施
策
の
概

町

、
一
要
を
回
り
ま
と
め
だ
町
制
施
行
犯
周
年
と
い
・
ヲ
節
目
を
一

「
ー
ー
－
も
の
で
す
。

総
て
、
新
し
い
時
代
に
向
け
第
一
歩
一

を
踏
み
出
し
た
新
年
度
に
お
い
て
も
、

〉

日
日
の
朝
日
町
を
如
、
っ
奈
い
人
た
ち
一

斗
J
F

ド

レ

臥

り

？

』

l

t

l

が
一
人
で
も
多
く
定
住
し
、
誰
も
が
一

昭
和
臼
年
は
、
朝
日
町
町
制
他
行
夢
と
希
望
の
も
て
る
よ
う
な
「
活
気
…

…
初
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
節
目
の
に
満
ち
た
魅
力
あ
る
郷
土
づ
く
り
」

一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
記
念
す
べ
め
実
現
を
目
指
し
て
、
「
住
み
よ
い
一

一
き
年
に
．
町
制
施
行
却
周
年
記
念
式
町
づ
く
り
」

「
盟
カ
な
人
づ
く
り
」

一
典
、
町
民
憲
章
の
制
定
、
第

一
回
全

「
活
力
あ
る
産
業
づ
く
り
」
の
三
つ
一

一
国
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
綴
普
交
流
の
れ
の
施
策
を
清
実
に
進
め
て
ま
い

中

－

A
E
な
ど
、
明
日
の
例
日
町
の
発
展
に
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

一

つ

な

が

る

各

般

の

本

業

等

を

挙

行

す

…

…
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ

こ

こ

ぱ

…

i
d

住
み
よ
い
町
づ
く
り

…

一
め
て
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

酌

私
が
町
長
に
就
任
し
て
早
く
も
4
い
わ
ゆ
る
人
生
的
年
時
代
を
迎
、
引
ヘ
一

一
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
．

す
べ
て
の
町
民
が
長
い
人
生
を
健
康
・

こ
の
間
、
「住
み
よ
い
町
づ
く
り
」

で
、
し
か
も
ゆ
と
り
と
潤
い

の
あ
る
一

「
虫
か
な
人
づ
く
リ
」

「
活
力
あ
る
環
筏
で
送
る
こ
と
は
、
何
よ
り
も
重
一

…
産
業
づ
く
り
」
を
町
政
後
進
の
桜
本
要
な
こ
と
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

…

…
と
し
て
、
『
活
気
に
満
ち
た
魅
力
あ
高
齢
附
化
の
表
し
い
朝
日
町
に
お
い

…
る
郷
土
づ
く
り
」
を
自
僚
に
掲
げ
、
て
は
、
そ
の
対
策
が
重
要
な
諜
題
と
一

一
海
身
の
努
力
を
傾
け
て
ま
い
り
ま
し
受
け
止
め
、
昭
和
町
年
か
ら
計
画
を
一

一
た
。
幸
い
に
も
、
制
明
円
町
に
ふ
さ
わ
進
め
て
き
ま
し
た
特
別
養
凝
老
人
ホ

一

一
・
し
い
優
良
企
業
の
誘
致
、
新
庁
合
の

l
ム
を
建
設
す
る
ほ
か
、
化
宅
悩
紙
一

一
建
設
、
特
別
養
官
晴
名
人
ホ

1
ム
往
設
の
や
銭
的
存

ιで
あ
る
家
庭
本
仕
同
一

…
用
地
の
確
保
、
友
好
都
市
制
約
の
締
の

I
名

mμ
、
主
人
の
生
与
が
い
対
一ヘ

．
k

、

・

一
策
と
し
て
、
ゲ

l
ト
ポ
ー
ル
喝
の
終
住
み
よ
い
農
村
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
一

一
備
等
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
．

ま
た
、
松
東
婆
課
題
と
し
て
取
り
一

保
育
行
政
に
つ
い
て
は
、
在
朽
化
組
ん
で
き
ま
し
た
企
業
誘
致
に
つ
い
・

…
の
著
し
い
大
家
庄
保
育
所
の
改
築
を
て
は
、
昨
年
、
県
内
の
優
良
企
業
と
…

…
契
機
に
、
野
中
保
育
所
と
の
統
合
を
立
地
協
定
を
締
結
し
、

今
秋
、
第

一

一
図
り
、
多
様
化
す
る
保
育
需
要
に
対
則
操
業
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

一

一
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

笑
地
に
向
け
て
万
全
の
体
制
で
努
力
一

町
の
立
地
状
況
に
対
応
す
る
「
朝
し
て
ま
い
リ
ま
す
。

一
日
町
地
域
防
災
計
画
」
を
繁
備
す
る
さ
ら
に
、
昨
年
の
ロ
月
に
提
出
さ

一

…
と
と
も
に
、
防
災
行
政
無
線
を
設
置
れ
た
「
朝
日
町
の
鋭
光
を
考
え
る
初
一

…
い
た
し
ま
す
。

人
委
員
会
」
の
段
終
報
告
替
に
つ
い

…

ま
た
、
泊
病
院
に
産
婦
人
科
の
常
て
、
関
係
団
体
等
の
意
見
を
求
め
る
…

由
設
と
耳
ぬ
咽
喉
科
会
』
新
設
す
る
ほ
か
、
な
ど
、
当
町
の
観
光
ビ
ジ
d

ン
を
樹
一

…
左
前
リ
化
の
・
押
し
い
山
崎
地時
療
所
を
改
ャ
ふ
い
た
し
ま
す
ゐ

…
築
い
た
し
ま
す
．

一

新

庁

舎

の

建

設

…
豊

か

な

人

づ

く

り

一

．

u
k
年
の
懸
楽
で
あ
り
ま
し
た
、
新
…

心
の
ふ
れ
あ
う
礼
節
と
愛
情
に
山
庁
合
に
つ
い
て
は
、
い
よ
い
よ
本
物
一

一
ん
だ
盟
か
な
人
間
性
を
養
う
た

め

、

的

に

ー

が
が
始
ま
り
、

明
年
3
川
末
一

…
乍
校
教
育
、
社
会
教
育
を
um極
的
に
の
完
成
に
向
け
て
、

故
大
阪
の
努
力

…

一
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
生
徒
の
体
を
い
た
し
ま
す
。

一

位

向

上

を

図

る

た

め

、

朝

日

中

学

校

…

…
プ
｜
ル
を
建
設
い
た
し
ま
す
。

新

総

合

計

画

の

策

定

一

ま
た
、
第
2
出
全
国
ピ
l
チ
バ
レ
現
花
の
総
合
計
画
は
、昭
和

ω年
を
…

…
l
ボ
ー
ル
説
善
大
会
を
開
催
し
ま
す
e

白
保
年
次
と
し
て
、
昭
和
特
年
に
斐
疋
一

し
た
も
の
で
、
こ
の
た
び
、

目
際
年

一

．
に
到
達
し
た
こ
と
及
び
当
町
を
取
一

…
活
力
あ
る
産
業
づ
く
り

リ
巻
〈
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
一

活
力
あ
る
産
業
は
、
町
民
の
械
業
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
新
し
い
時
代
…

…
機
会
を
維
持
、
創
出
し
、
人
U
の
定
に
即
応
し
た
「朝
日
町
新
総
合
計
副
」
一

一
打
化
を
促
す
と
と
も
に
、
安
定
し
た
を
樹
立
い
た
し
ま
す
。

…
州
は
か
な
町
民
生
活
を
実
現
す
る
も
の
な
お
、
出
か
れ
た
町
政
を
推
進
す

…

一
で
あ
リ
ま
す
。

る
た
め
、
地
区
別
の

「
町
長
と
必
る

…

そ
の
た
め
、
農
林
漁
監
を
鮒
鋭
的
会
」
「
町
長
へ
の
た
よ
り
L

を
引
き
…

…
に
後
進
い
た
す
と
と
も
に
、
明
る
く
絞
さ
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

－
般
会
計
大
幅
増

一
般
会
計
予
算
の
総
制
は
、

5

2
億

9
8
5
5
万
円
で
、
前

年
度
当
初
予
算
に
比
べ
る
と
、

1

8億
1
1
3
8
万
円
が
培
え
、

5

1
・
9
%
の
伸
び
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
特
別
会
計
で
も
3
億

2
8
8
1
万
円
、

1
8

・
9
%

の
伸
び
に
な
っ
て
い
ま
す
。

織
入
・
蛾
出

皆
さ
ん
の
家
庭
に
も
「収
入
」

や

「
支
出
」
と
い
っ
た
家
計
が

あ
る
よ
う
に
、
町
に
も

「
歳
入
」

財
政
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
「
歳
入
」
は
、
秘
た
ら
が
税
金
と
い

う
形
で
、
国

・
県
・
町
に
支
払
っ
た
も
の
を
主
体
に

織
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
国
や
県
に
支
払
っ
た
続
金

は
、
地
方
交
付
税
や
補
助
金
と
し
て
町
の
歳
入
に
な

り
ま
す
。
）

そ
こ
で
、

「歳
出
」
と
い
う

l億6,474万円（14.1%)

ま
ず
は
歳
入
か
ら
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

歳

入

歳
入
で
最
も
重
要
な
も
の
は
、

歳
入
全
体
の
2
1
・

9
%
を
占
め

る
町
税
で
す
。
町
税
は
、
前
年
度

に
比
べ
、
7
・
2
%
噌
と
町
民
税
、

固
定
資
産
税
と
も
に
活
実
に
仰
ぴ

て
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

全
体
に
出
め
る
割
合
が
、

2

2
・
5
%
と
大
き
く
、

前
年
度
と
比
較
す
る
と
、

6
・
7
%
伸
び
て
い

ま
す
。

ま
た
、
新
庁
舎
建
設
を
は
じ
め
各
錨

建
設
事
業
の
地
に
と
も
な
う
財
源
確
保

の
た
め
、
基
金
か
ら
の
繰
入
金
は
、
全

体
の
2
3
・
0
%
で
、
伸
び
率
と
す
る
と
、

7

7
1
・

4
%
に
な
り
ま
す
。

52傭9,855万円
’民

出

その他の内訳

商工’，...... ,f意7,164万円（3.2%)

消防費……If意1,383万円（2.1%)
機会費.....・ H ・8,758万円（1.7%) 

災害復旧費 ・・ 5,344万円（1.0%)

労働賢一…ぃ 4,080万円（0.8%)

その他・・・・・・・・4,200万円（0.8%)

歳
出
の
内
訳
で
は
、
農
林
水
産
業
費
、
諸

支
出
金
を
除
く
す
べ
て
が
納
と
な
っ
て
い
ま
す
．

前
年
度
に
対
比
す
る
と
、
総
務
終
2
2
0
・
6

%
、
民
生
使
4
5
・
5
%
、出剛
生
資
1

4
・
6
%
、

商
工
費
5

8
・
5
%
、

土
木
句
3

5
・
7
%
、
数
行

費
2
0
・
2
%
と
大
幅
な
伸
び
に
な
っ
て
い
ま
す
。

衛
生
貨
の
伸
び
の
原
因
は
他
会
計
へ
の
繰
り
出
し

で
、
こ
れ
を
除
け
ば
、

ど
の
項
目
も
建
設
事
業
の
楠
引

が
原
図
で
す
。

20傭6,489万円

。［五l民地！ぷ保険特別会.ii・

71.草1.08377＇円

。主人保健医燦lf';.t絵特別会計

12応4.466万円

。 終川 J会療所持~IJ 会計

お53万円

883万円

l ,586h円

4.050h円

3,046万円

。市保外二地区用水特別会計

403万円

907j円

29万円

20憶8,690万円

｜泊病院事灘会計 ｜

。）Jll泌総やすt令特別会計

。保健文化’lt），~~It特別会計

。山崎2全線所特別l会計

。山崎占全線』jfr特別会計

。tえ診療所特別会計

。fi1j劫水道特別会社

i特別会計 ｜

一般
会計

－
昭
和
印
年
4
月
号
＠円

b
n
u寸
Q
d
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品以斗以ιーーーー－－
r・・・活力ある産業づくりに・－・－1r・・・豊かな人づくりに・1

II leコ 教育費｜ ｜； 
；口 農林水産・商工・観光費口 ：；」 ___J

」＿， ・学校教育では＇ 21 Hト紀を拘う小 ・中；

農業関係については， 2年目を迎え！！学14：が．たくま しい実践カを身につけ．：

jる水田利用再編第3期対策の補助金体：；徳 ・体・ 知の調和のとれた人間性を望書；

：系の変更などの厳しい情勢を踏まえ． ：；うため． 道徳教育．勤労生産学狩等を：

：バランスのとれた．地域復合農業を推 ：：充実します。また．生徒の｛本位向J：の：

：進 します。 ：：ため．朝日 中学校プールを建設します。：
商工業については．前年度に引き続・ 1 i 白． れ・

また． 「全l対ビーチバレーボール大 i ft Z トt、町r.rt'tn1 
；き経営改善普及事業及び有利な融資制； j会」や「ヤングフェスティパル」を今日－ 江 （／，.a.ド町ノ、＂／ v-

；度の拡充を図る一方．商店街活力化事行年度も行います。 ：；日土木・衛生・民生・消防費等日j
i業を推進します。 l i 
： また．昨年立地協定を締結した優良：； 学校教育の充実整備 3川 57千円 い 福祉については．特別養護老人ホー ！

：企業の今秋操業に向けて．万全な体制；； o中学校プール建設・…・・…64,818千円！ ：ムを建設するほか．在宅福祉対策を拡！

jで努力します。 ：： 。教材用備品…・……一一…10,446千円； j充します。また．ゲート ボール場の堅：

； 観光については． 「朝日町の観光をけ 社会教育の充実・・…......46' 898千円 ；；備と大家庄保育所を建設します。

j考える20人委員会J の最終報告書につ：： 。ヤングフェスティバル…… 700下円 i: 道路関係事業では．都市計画街路泊.i 
iいて調査 ・分析を行い．内町の観光ビ：； ot幸村｛ヴ：級講座開設・……ー 2,JOO千円；：桜町線の泊環状線から泊病院までの問：

：ジョンを樹立します。 i i：芸術文化の町づくり……… 2,020千円 れを供用開始するほか．立体交差部の平 j

i i町民の体力づくり…………27'577千円 ！：期完成に努)J~ 、たします。

ii 0全国ビーチノ〈レーボール縦善大会 ：； また．防災対策では，災害発生時の i
i農林水産業の振興……… 533,746千円 ：； …一… 5252千円 ii被待を紋小限にとどめる手段として．

:o農村婦人の家律設 仏 972千円： i o学校グラウンド附明 5,400千円！：防災行政無線を設置します。

;o水関手IJ用再編対策事業 時，207千円；： o.t-s-Hi:スポーツ教主謙抑会 ：； 社会福祉の充実 736,326千円 ；

:o農村地域定住促進対策本業 ：： ……… l 370千円 li 0特別養縫~人ホーム数地造成さ事
.807千円： ：

! i 0・学校体脊抱設の｜刻版…… 3.182千円， i ・H ・H ・・・32,819子円 i
io農道舗装等別府ギ業一 105,793千円 jし一一一一一一一一一一一一……一一：： o家庭泰仕員設置・・・・・…ー 7.577千円 1

;o農村総合引絡事業 な 112r円： ioゲー トボール場設置 1.000千円 i
：〈コ林道慾f街4手j駐・・・・・・・・・・・・・・・44.399千円 1 T'I. ιu.、 払 ‘i － ： 〈コ ｛呆育所建設$~長......... 181,299千円：

!o漁治改修事業 ・ 14 .00 

；商工業の振興…...・ H ・....187 ,500千円 ii ii 0健康m進対策・…・・………19.388千円：

； ；出：：：：；~~~61.1 10 千円；戸鰍費等｜ 111 0 )t人保健闘事業~81J~：：~：：Pl i 
・52,000千円：： 析しい時代に即応したより総力あるけ O［主l民健康保険特号胎計総出金

jo商店街活力化十位進事業… l.OOO・f円！：町づく 1）を進めるための新たな指針と：！ ・…・…・34,000千円；

；観光開発の推進・…ー・・υ24,939千円 いして．朝U町新総合計画を樹立するは； ：o病院事業会計への助成・82.257千円；

:o県立自然公閣僚備……… 8,000千円 j；か．友好者（I市釜石市との交j疏事業を計 ii o ~i~M¢.；.業……………… ・ ・59 , 655千円：
_j i I事l的かっ．効果的に進めます。 i i j革路交通網の鉱充警備… 368.879千円 ！

また．聞かれた凶J政修.j隼のため， 地 ：io都市計画事業…・……・・ 140,231千円 i

f新庁会爪建設ー ；酬の「川崎姶」「町長へのた； ；o道路特別改良ギ業 ・96,32叩！？
口 vJ ,_ -・--1：よリ」を引き続き実施します。 ii 0道路の維持．改良．舗装 ！ 

・……ー48,226千円 i~ Eゴ 総務費｜ 11!新総合計画の策定 2,600千円11°無賓客街づくゆ業 ・38・799千円 出

! ！一般行政の充実ー…・・ 538,552千円 ；；防火体制の整備・・・・・・… 245,936千円 ：60
新庁舎の建設は，いよいよ本俗的に ii0友好都市事業…－…・……… 606千円 i: 0 if；山事業…………...・ H ・.6,000千同； 年

j工事が始まり．明年3月末の完成に向 ji広減行政の後進 125,815千円 ；； o防災行政無線の設置 一民758千円： 塵

jけて努力します。 i i O新川広域闘事業・・...・H ・・81.792千円 j: o消防ポンプ単勝入....・ H ・.9,630千円！ 主

ii 0広成農道務備事業....・ H ・・40.619千円 ii0 災害復旧事業…・…－…・…53,439千円； ~
；新庁舎建設……・・・… 1.326. 992千円 ；； 公債費等・・………・・407,026千円 ；： 住宅対策の雌……・・・・ 2 ,782千円 。

基本施歳出の内訳を，

色、トトトトトム＼~ーーーーー
特急列車「白山」が泊駅に停車

その主なもの

次のよを列記しますと，

うになります。

策ごとに，

企 3月14日から白山ガ停車

aZ
 

3
月

M
目
、
泊
駅
利
用
促
進
伺
盟

会
な
ど
、
関
係
者
初
名
余
リ
が
参
加

し
、
泊
駅
ほ
時
お
分
発

「特
急
白
山

2
号
」
の
初
停
車
を
出
迎
、
え
る
と
と

も
に
、
悦
釘
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
寺
崎
町
長
と
大
沢
議
会

議
長
か
ら
、
－
U
忽・の

H

北
舗
告
す
ω
に
続

〈
f
臼
山
号
H

の
停
市
平
と
な
り
、
町
の
産

業
・文
化
の
発
展
と
入
り
込
み
観
光
客

の
揃
切
な
ど
、
期
待
す
る
面
が
非
常
に
多

く
、国
鉄
関
係
者
の
理
解
に
感
謝
し
、

泊・上野駅の列車タイヤ｜

列車名 ! i ~I 駅働 上野駅陶

急行きたぐに 5: 46 9: 43 

下 特急北越3号 9: 03 12: 43 

II 白山 2号 12 : 35 17 : 45 

II 北越9号 18: 05 21 : 41 I 

急行能登号 23: 38 6: 42 

γ 一一一一「昧のふるさと便J会員募集
i間 賞 定ベ （

町
民
を
あ
げ
て
歓
迎
し
ま
す
J

と
悦
討
が

あ
り
・
ま
し
た
。
ま
た
、
振
り
そ
て
姿
の
か
わ

い
い
折
谷
移
住
ち
ゃ
ん
（
6
歳
）と
・
中
島
教

子
ち
ゃ
ん
（
5
段
）が、

白
山
号
の
単
掌
と

運
転
手
に
花
束
を
贈
り
歓
迎
し
ま
し
た
。

「
朝
日
町
民
号
L

に
参
加
を

今
年
の

「朝
日
町
民
サ
」
お
座
敷
列
市
平

は、
H

鶴
岡
・羽
ω一…
山
と
泌
の
浜
川
地
米
の
旅
H

て
す
。
特
急

「
白
山
号
』
の
停
車
を
記
念

す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
停
単
拡
大
と
便

利
な
列
車
の
鳩
発
に
向
け
て
、
2
万
町
民

の
意
気
込
み
を
さ
ら
に
ア

ッ
ピ
ー
ル
す
る

た
め
、
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
刷
い
し
ま
す
。

期
日

5
月
犯
日

l
m
H

旅
行
先

山

形
県
方
出

（普
宝
寺

・
羽
泉
山
）
参
加
費

3
6
、

0
0
0
円

（
3

．8
5
0
0
円
の

と
こ
ろ
、
町
議
会
の
議
決
を
待
た
印
万
円

で

一
人
当
り

2
、
5
0
0
同
が
助
成
さ
れ

て
わ
ね
り
ま
す
。）
申
込
先

悶
鉄
泊
駅
、役
場

尚
工
観
光
課
、
中
央
農
協
泊
支
所
、申
し
込

み

申
込
書
に

5
、
0
0
0
円
を
添
え
て
。

9 : 30 I 14 : 3s 

15 : 10 I is : 45 

L一一－
18 : 22 I 22 : 16 I 

L ーー一時ーJ

長問で乗り侠

泊駅舗

4: 02 

I/ 北経6号

，北越10号i
．「きたぐにJ 「北越J は．

えます。

．「白山」 「能主主」 は． 上！！！f~R まで采 I）検

えなしです。

1 1 ~ 1…号 I 21 : 01 I 

！上野駅倒列車名

特急白山 l号

お
知
り
合
い
の
方
を

紹
介
し
て
く
だ
さ
い

町
て
は
、
皆
さ
ん
の
ご
好
一討
に
こ

た
え
、
今
年
も
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア

「
味
の
ふ
る
さ
と
使
」

を
満
載
し
た

事
業
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
昨
年
、
町
が
町
制
施
行

犯
周
年
来
業
と
し
て
’
行
っ
た
も
の
で
、

県
外
で
治
山附
し
て
お
ら
れ
る
町
出
身

の
皆
さ
ん
に
、
ふ
る
さ
と
の
味
を
そ

っ
く
り
そ
の
ま
ま
、
ま
ご
こ
ろ
も
添

え
て
お
届
け
す
る
も
の
で
す
。

賞
味
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
ふ
る

さ
と
の
俄
し
い
思
い
出
が
よ
み
が
、
え

る
も
の
と
俗
伝
し
て
お
り
ま
す
。

あ
な
た
の
お
知
り
ム
n
い
の
町
出
身

者
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

お
送
り
す
る

ふ
る
さ
と
の
味0

0
0
斗

一 __J

申
し
込
み
方
法

ハ
ガ
キ
又
は
屯
訴
で
申
・
し
込
み
ま
す
と
、

会
質
納
入
用
紙
を
お
送
リ
し
ま
す
。

申
し
込
み
期
限

5
月
別
日
ま
で
に
会
授
を
納
入
す
る
こ

介
、

申
し
込
み
先

朝
日
町
役
場
農
林
水
産
諜
「
ふ
る
さ
と

を
全
同
に
送
る
会
」（門
前
山
県
下
新
川
郎

郎
制
日
町
沼
保
8
1
0
1
5

宮

0
7

6
5
i
m
i
－

－

0
0
）
ま
で
。

い
ま
せ
ん
か

ふ
る
さ
と
運
動
協
力
者

－
昭
和
的
年
4
月
号
＠
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っ
か
埋
解
を
刈
け
る
こ
と
が
で
き
る
か

ら
で
す
」
と
の

こ
と

H

以
後
に
、
特
に
う

勺
た
え
た
い
・
』

と
を
，q
ね
る
と
、
J
判
H
町
は‘

aH吠…

に
山
崎
ま
れ
て
い
る
ば
刷
、
ル
怖
に
危

険
な
条
件
に
あ
る
と
思
い
ま
す

M

．
に
備
え
た
体
制
づ
く
り
と
と
も
に

地
峡
伐
民

へ
の
指
呼
ド
Hn
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
，
ま
た
、
近
年
さ
ま

ざ
ま
な
公
万
問
題
が
提
起
さ
れ
て
わ
ね

リ
、
ニ
れ
・
り
の
対
応
に
も
努
力
し
て

い
た
だ
き
た
い
じ
と
‘
本
中
1
に
地
山
取

を
愛
す
る
必
山
さ
ん
・り
し
い
・
パ
集
て

し
た

と
し
て
心
か
ら
敬
立
と
誇
り
を
感
じ

ま
し
た
。
き
て
t
半
年
は
、
州
明
日
町
に

と
っ
て
、
役
崎
山
り
合
の
佳
品
を
は
じ

め
、
敏
多
く
の
新
則
市
ド
業
の
消
千、

将
水
M
吹
削
H
を
決
定
づ
け
る
刷
川
町
．品刊

を
州
・
っ
と
、
「
似
の
場
A
H
．

何

と

な

く

総

へ

H
什
酬
の
策
定
な
ど
、
大
変
恨
咲

区
長
に
な
勺
た
よ
・
7
に
思
い
ま
す
。

な
仕
が
が
山
備
し
て
い
る
と
附
い

て

と
こ
ろ
が
、
区
長
と
い
う
仕
事
は

、

わ

れ

り

ま

す

本

年

々

し

く

し

以

以

非
常
に
幅
広
く
、
奥
深

h

町

会
長
と
い
、
7
大
汀

＼

l
ノ〆
h

い
仕
が
で
あ
る
と
、
今

り

臥
F
E

ん

を
行
命

L
．
役
目

さ
ら
な
が
ら
感
じ
て
い

品

川
u

イ

・

長

刊

の
弔
大
さ
を
w

怒

る

と

こ

ろ

で

あ

リ

、

過

一

川

d

m

，w
y

会

王

し
て
い
る
と
こ
ろ

－ad
－－
圃－E
d

sx
f

よ
2
年
間
、
地
山
花
代

en
，
一
宮

町

B

で
ム
り
ま
十
か
、

と
の
ふ
れ
あ
い
の
小
で、

同

以

間

沢

町
政
進
恨
の
た
め
．

そ
の
則
待
と
役
訓
の
飛

・

7M
＼

納

藤

．
uE会
危

ヒ
F

大
さ
を
身
を
も
っ
て
は
ル

／
K

一
行
政
と
地

K
帆

じ
体
験
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
、
．
K

M
八
と
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
作
り
に
全
力

長
と
は
、
町
当
局
と
地
凶域

住

民

と

の

を

あ

げ

て

努

力

す

る

つ

も

り

で

あ

る

立

昧

で

の

仲

介

役

で

あ

リ

、

安

す
〕
と
の
力
強
い

4

汀
祭
が
泌
っ
て

全
介
で
あ
リ
、
制
除
役
で
も
あ
る
と
き
ま
し
た
。

考
え
て
お
り
ま
す
の
昨
年
は
、
例
日

ま
た
、
モ
y

ト

l
に
し
て
いれ・り

町
が
発
起
し
て
却
問
年
と
い
う

↑
勺

れ

る

、

d
集
を
川
う
と
、
与
誠
実
』

の
節
目
と
し
て
、
悦
大
か
っ
内
存
の

と
い
・
7
J悠
で
す
ν

そ
れ
は
．
縦

波
い
記
念
行
棋
を
行
わ
れ
、

一
町

民

怠

を

も

勺
て
が
に

内

た

れ

ば

い

住
コ民
そ／と

？の
ン
サ
ス
作
り

努
力

2
川

oo
U
に
附
制

ω年
第

一
凶

の
区
長
会
が
開
催
さ
れ
．

的
一
一
民
の

桜
山
彦
．
小
豆
、
ん
が
ぱ
長
会
長
に
選
ば

れ
ま
し
た
£

そ
こ
で
今
川
は
、
必
沢
さ
ん
に
ス

ポ

ッ
ト
を
当
て
て
み
ま
し
た
‘

緑
川
さ
ん
は
、
大
正
は
年
6
Hけ
日

U
ル
ド
い
れ
の
引
必
ゅ
しし同

m
M仲
れ
れ
の
し
上

機
込
山
け
ち
u

附
初
日
年

3
川
に
、
伯

母
A
H巾
同
等
小
川
子
校
を
卒
業
さ
れ
る
。

附
利
引
年
4
H円
か
ら
一
山
農
協
の
蛇

併
に
。
そ
し
て
、
昭
初
判
年
か
ら
は
、

農
協
へH
例
に
よ
り
発
足
し
た
朝
日
町

中
央
農
協
の
即
．
事
と
な
ら
れ
、
以
米

現
紅
に
。
そ
の
問
、
位
年
比
円
か
ら

日
年

3
川
ま
で
の

5
年
余
り
、
組
合

H
K
N．が
を
肱情的・
句
れ
ま
し
た
・

さ
て
．
ば
勺
h
k
会
長
と
し
て
の
抱
れ

昭和60年度

朝日町連合青年団役員

熱
意
と
団
結
、

よ
り
強
〈
、
よ
り
大
き
〈

「
品開
…
怠
と
団
結
、
よ
り
強
く
、
よ

リ
大
き
く
」
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
仙
げ
、

附
利

ω年
度
制
日
連
H
け
が

3
川

3
U
の
定
則
大
九
五
か
・
句
、
的
動

を
附
品
如
い

た
し
ま
し
た
．

川
間
成
メ
ン
バ

ー
は、

。什
校
ド

｛
7

校
下
｝
れ川
年
間
か
ら
派
泊
さ
れ
た
．

古
市
直
樹
団
長
（
山
崎
｝
以
下
同
名

で
す
。
平
均
年
臥
聞
は
幻

・
5
織
と
行

々
し
く
な
っ
て
い
ま
す
＠

年
聞
の
活
動
内
容
は
、
美
化
本
仕

活
動、

品
円
年
議
会
、
青
年
代
巾
等
の
ト
昨

年
恒
例
の
も
の
に
加
え
、
今
年
度
新

た
に
紙
粘
土
教
室
や
室
内
球
校
大
会

と

い
う
よ
う
に
、
だ
れ
も
が
税
し

み
や
す
い
行
事
に
も
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

未
加
入
の
人
も
対
象
と
し
て
い
ま

す
の
で
、
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ
／

ま
た
、
今
年
度
の
特
色
と
し
て
、

例
年
の
女
チ
部
会
を
廃
止
し
て
、
組

織
女
チ
部
と
い
う
形
を
と
り
、
改
め

て
女

f
活
動
の
必
要
性
等
を
午
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

年
々
、
山
年
同
以
が
減
っ
て
い
る

状
態
で
す
汀
年
間
泊
動
を
州
か
ら

い
や
だ
と
き
め
付
け
て
い
る
人

｛
行

行
｝
も
多
く
な
勺
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
地
応
に
伐
ゥ
て
的
叫

し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
、

長

崎

美み

長知ち

育代よ
23さ
竺ん

友達作りを／

、、、

ぜ
ひ
青
年
団
活
動
を
お
勧
め
し
草
す
。

地
械
の
こ
と
を

一
書
小
刊
で
き
る
川

体
だ
と
肱
限
付
加
し
て
い
ま
す
。

何
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
よ
う
、

一
生
懸
命
的

動
し
よ
う
と
い
う
「
熱
意
」
、

仲
間
・
友
情
の
き
ず
な
を

強
め
る
た
め
に
力
を
合
わ

せ
て

一
体
と
な
る
た
め
の

「
団
結
」
を
よ
り
強
め
、

よ
り
し人
き
く
し
よ
う
と
、

附
利
印
年
度
制

H
退
庁
役

以

一
一
川
、
死
力
を
尽
く
し

て
叫
必
リ
ま
す
．

な
お
、
舷
後
に
な
り
ま

し
た
が
、
連
山
役
リ
以
は
み

ん
な
明
る
く
花
%
な
人
ぱ

か
リ
で
す
・
ま
た
、

一
人

で
も
仲
間
を

mや
そ
・
7
と

的
動
し
て
い
ま
す
．
各
州
以

下
山
年
川
で
も
広
く
川
以

を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

「
や
っ
て
み
よ
・
ヲ
」
と
い

合勤務先

泊病院 ・小児科

＊走塁 味

警f球 ・ソ7 トボー ル

う
若
者
は
、

逮
噂
な
く
間
以
に
戸
を

術
け
て
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
実
制
で

む
か
え
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

4

司副執
行
隻
員
会
に
集
ま
つ
廷
仲
間
た
ち

＊家族偶成

(1l1j斜l.弟．

－
み
ん
な
の
広
場
。

「
川
を
き
れ
い
に
」

五箇庄小学佼6f手

追分友希さん

制
‘
集
間
程
校
で
家
を
山
た
と
き
、

気
づ
く
こ
と
が
一
つ
あ
り
ま
す

そ
れ
は
川
の
こ
と
で
す
，
ご
み
が

た
く
さ
ん
流
れ
て
く
る
日
や
反
付
に

す
き
と
れ

勺
て
い
て
、
と
て

L
き
れ

い
な
日
ど

勺
て
あ
リ
ま
す

t

似
し
た
ま
に
、
け
ん
か
ん
を
そ
・7

じ
し
た
後
な
ど
、
ゴ

i
を
す
て
る
と

さ
が
あ
り
ま
す
で
し
、
す
て
た
後

「
し
ま

リ
た
」
と
、
こ
う
か
い
し
て

い
ま
す

山
私
た
ち
が
す
て
た
ゴ
ミ
は
な
か
い

旅
を
し
て
、
や
か
て
は
溺
に
つ
く
の

で
す
湖
水
怖
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
、

海
に
ゴ
＝
、
が
た
く
さ
ん
・1
い
て
い
て
、

結
川
、
－
H
分
た
わ
が
川
問
ゐ
ニ
と
に
も

な
る
の
で
す
ω

家
紋
そ
ろ
勺
て
、
泌

に
わ
ね
よ
ぎ
に
い
れ
っ
た
と
き
、
泌
が
き

た
な
い
と
お
よ
ぐ
%
が
し
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
せ
っ
か
く
の
裂
し

み
を
内
分
た
ら
で
ニ
わ
し
て
は
、
来

し
み
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

こ
の
前
、
ち
ょ

っ
と
山
か
け
た
と

き
、
川
に
ご
み
ぱ
ニ
の
ゴ
ミ
を
ド
カ

ド
カ
と
す
て
て
い
た
わね
ば
さ
ん
が
い

ま
し
た
近
く
に
は
、
ち
ゃ
ん
と
ゴ

ミ
の
収
集
場
併
も
あ
っ
て
、
そ
の

t

「
川
に
ゴ
ミ
を
す
て
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
：
：
：
」
と
か
い
た
か
ん
似

も
伝

勺
て
い
ま
し
た
そ
の
時
は
、

た
だ
と
お
り
す
ぎ
た
だ
け
だ

っ
た
け

y
＼
今
に
な
勺
て
思・
7
と
、
む
か
む

か
と
し
て
き
ま
す

U

川
へ
ブ
ミ
を
す
て
な
い
よ
・
7
に．

ブ
ミ
ば
こ
や
か
ん
似
な
ど
が
で
き
た

円，
n
L
I
‘、，、

aR

’
正
－
k

．
k
rt

σ
て
1
ヵ．
6
Y
A
f
d
f

／
’
メ

を
つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す

II（｛千1155年 ；iJI. ir1,・.'H交；U;'-i凶Hを卒業内

57~－ 4 Jjから；（，.f付院’l、lι十｜の：ε.llて’f

けHけをしています

現白：. j室内の；，＼IJI ·~l＜をしていますカミ

昨年に.；Iき続き 2年IIi:..・・ので. {•I ・1·；に

もルーズにならないよ う心掛けていま

す 今年Ii.一 人で も｜付Hを.11：やして．

友述を（1；りたいですぽ

ノt-.1与に興味を作，， ているのは.!l!fI:R 

とソワトボールです。IJlf-J:R,.t.i;i:聖fI:R

からフロ'l'fJ;Rまで観戦するのが好きで

す． ソフトボー ，Ll.t. Q'になると，＇i：~

l持て’f1llf::Jを集めて紙付しています

i’l 分について Jえ ： J." . 匁（ ~i.で必っち

ょこむよいは税ゆずリで．それを良い

}j1l1jに仰すよ 合心持I・けていますω 欠点

Lt. "1:.いだすと .11：まらないことです。

車店側~l.:t . 231~\i:になリましたので与そろ

そろ >j・えてもいいのですが.Ji.；主があ

まリ M給していないので．あせってい

ません。

トItI：｝の 5人’＇jf.似

－
昭
和
印
年

4
月

号

＠
戸

o
r
D噌
I



み
ん
な
で
進
め
よ
う

福
植
の
ま
ち
づ
く
り

ω特
町
社
協
の
事
業
と
予
算

｜

朝
日
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
昭
和

ω年
度
に
取
り
組
む
事
業
計
画
と
予

筑
が
、
先
に
開
催
し
た
評
議
員
会
で

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
皆
さ
ん
の
世
情
か
ら
会

慢
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
皆
さ
ん

の
ご
意
見
や
参
加
を
お
願
い
し
な
が

ら
、
民
間
福
祉
団
体
の
特
性
を
生
か

し
、
「
お
も
い
や
り
に
満
ち
た
助
け

あ
う
町
っ
く
り
」
を
進
め
て
い
き
ま

す
。ω年

度
の
主
な
事
業

ー
、
み
ん
な
で
福
祉
を
考
え
る

O
広
報
「
ふ
く
し
の
窓
」
発
行

0．
悩
祉
の
資
料
提
供
と
研
修
会
の

開
催

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

親
子
ス
キ
l
研
修
会

~ 

’If: 
P‘． を-~ 

ふι

11 
・る
団
員
だ
ち

2
、
在
宅
情
情
祉
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
0
・
心
配
ご
と
相
談
所
（合
同
州
総
）

の
開
設

O
世
術
史
生
資
金
の
貸
し
付
け

O
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
ふ
れ
あ

い
祭
の
開
催

。
一

人
ぐ
ら
し
在
人
ふ
れ
あ
い
ラ

ン
チ
会
の
開
催

（各
地
区
）

O

一
日
盟
級
会
、

・況
だ
き
リ
在
人

慰
問
の
実
施

。
政
末
た
す
け
あ
い
巡
動
の
展
開

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
相
談
と
併
肱

O
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
治
山
中
川
と
育
成
級

助

3
、
善
意
銀
行
の
充
実

om託
金
口
問

（献
体

・
山
肌
八
百
む
）

おりがとう
おたたかい窓

朝 日 町善意銀行

( 2月II日ー3月10日）

［昭和問度町社協一般会計］

F
O広．
Xノ
ι

－
ふ
く
し
の
窓
＠

諸収入
70千円0.7%

0 0 
I也い各の
域 f•f( if; 
善弘i用
行祉
i.lli i刻
動｛系
の募；
支；全
政の

取

’E 

4
、
宿
社
団
体
の
育
成
と
他
の
福
祉

事
皆
無

O
悩
社
団
体
研
修
の
実
地
と
山
法
的
祁

掴
嗣
前
蛇

。i郭｛米長作〈に rさんより亡K..

禿ー さんの供養として. Lil崎小’下

校 PT Aと南i米小’7：校 PTAさん

へJ肯定寄付 200. OOOllJ 

。i直下 if FB友成さんより亡父繁次

さんの供養として，I片見1.i＇楽従へ

桁定寄付 100.000円

。境 婦 人 会 さ ん よ り．婦人会〆〈サ’

一収益金を新i~，） 保育j緑町玉の木災

害：見持として指定寄付 10,750円

き・教職以会さん

害見舞として

125, I 

O<UI日ロータリ ークラブさんよリ＋

のイミ災害見舞として 100.000内

第ー回朝日町住民
混成競技会参加者募集

・趣旨 このilt成悦H会Ii. 制日

町民の体育Jl1JJ・－の一環とし て．そ

のJ;li礎て’ある｜没l：絞伐のうち＇ il{ 

成鋭校をt長嶋iするもの。

・主催 例日町体行協会／止び刺！？｜

lllfl姥 l：般投協会

• B 時 11~H1100年 4 ＇ ~ 29日（~.宅 Ii ) 

午前9時から受けHけ. 10時から

悦t支持flrn
・会場 市iJjI l町民総介グラウンド

・種 目

~J r < 5附lil

小’Y：生の i~I\. •I ”下’J：.のftl;, 201深

刻前のill¥.20ぷ～301~＼L.fけがjの ffll.

301迩以卜φの日Ii

tx.・イ ( 3 H¥l=I) 

小’7ソドの日II.中’Y：生の部． 一般

の古I¥

・参加資格 制日町にイt'.ti＇：する ー荷

・参加申し込み

uri,干1160年 4月2213( fl ）まて＼

.;;Jj日町三浦町 ii'f水線範 （ft82-

0441）又は. ~JUlllfK総合体育館

J"J朝日町体育協会が務局 （宮83-

1838）へ。

第
ロ
回
ビ
l
チ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

。
男
子
お
才
以
上
フ
リ
ー
の
部

優

勝

大

家

山

グ
リ
ー
ン

フ
ァ
イ
タ

l
，ス

次
勝

山川
崎
8

参

勝

川

山

O
男
子
刊
才
以
上
の
部

優

勝

山

崎

A

次
脱
w

a火
山
本
庁
．
キ

吋
カ
l
ズ

住宅福祉推進費
I ,254千円 12.4%

繰出金
100千円 1.0%

12.000円

同ハ
習

の
6

4
3
 

徒生

災

校

木
学

の

官
》
’
ド
じ

1

・
y
q
h
’
 

！
t
 

一
任
よ。

相
伝
の
協
調
性
と
連
情

悠

を

縫

い

、

参

勝

パ

ド
ミ
－
J

ト
ン
愛
好
会

一
似

れ

川

保

夫

｛
叫
紗
訂
）

少
年
間
的
動
を
よ
リ
充
実
す
る
た
め

O
女
子

M
才
以
下
の
部

二
似

仁川
一
汀
勝
広

（
糾
紗
刊
）

間
川
服
さ
れ
た
も
の
で
す
。

俊
勝

J

一位
附

R

壮
年
男
子
一
部

ま

た

、

夕

食

後

に

行

わ

れ

た

研

修

次

勝

中

町

一
似

広

川

内

犬

（
江川
紗
叫
）

一川
泌
会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
同
川

参

勝

小

木

町

，

8

一
一位

能

川

道

夫

（
刊
秒
市
）

の
父
兄
の
段
状
に

つ
い
て
品開…心
に
バ

O
女
子
お
才

1
糾
才
の
部

三
位

仰

山

的

犬

（
印
秒
お
）

議

さ

れ

、

今

後

の

活

動

が

期

待

さ

れ

優

勝

金

山

球

友

会

ま
す
‘

次
臨
時
に
よ
に
こ
ウ
ー
マ
ン

参
勝
山
小
木
町
、
バ

O
女
子
日
才
以
上
の
部

優
勝
ス
マ
イ
ル
ビ
ー
チ

次
勝
大
山
か
小
川
ヒ
l
チ
バ
レ

l

ボ
ー
ル
愛
好
会

。とく名さんよリ

第
お
田
町
民
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

男
子
一

準
決
勝

一山

一
K

日
1
M
M

・
火
山
永
山

－
U
4

，

，ιド

P

、リv
pk
d

a

E

日
q

d

n

μ

L

V

の
4
6

フ
－

A
H

品
別

（
フ
リ
ー
ス
ロ

i
介
似
の
結
決

市
川
怖
の
勝
ち
）

部

参
JI存

つ
ァ

イ
ト

郡
体
ス
キ
！
競
技
会

大

回

転

競

技

『
給
米
は
州
明
日
町
出
場
行
の
み

決

勝
的
二
区

45 

32 

般

の

部

成
年
男
子

一
部

男

子

二

部

準
決
勝

1*-i 

i以

。
一
制
社
同
体
の
的
動
十
A
m仏
と
助
成

。
共
同
門
存
会
会
、
日
必
亦
十
千
社
、

民
生
一
委
い民
協
議
会
の
事
業
主
従

ご
利
用
く
だ
さ
い

氏
U
即
中
ア
』
ル
」
抑
制
強
眺
研
川

ー
各
種
専
門
相
談
所
合
同

1

開
設
日

毎
週
火
曜
日

午
後
l
姥
1
4
時

（詳
細
は
町
民
生
前
カ
レ
ン
ダ
ー
｝

場

所朝
日
町
一
制
社
セ
ン
タ
ー
二
階

相
談
内
容

制

限

な

し
（
日
に
ょ
う

て
各
約
出
J

門
相
談
所
も
開
設
）

そ
の
他

郎
官
厳
守
、
無
料

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

団
員
募
集

朝
日
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
同
で
は
、

ω年
度
の
川
以
を
必
集
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
間
は
、

引
に
ス
ポ

ー
ツ
を
行
う
だ
け
で
は
る
く
、
川
じ

同
僚
に
向
う
て
汗
を
流
す
・｝
と
に
よ

り
、
協
調
性
を
長
い、

白旬、心
の
鍛
練

を
強
化
す
る
こ
と
を

g
的
に
し
て
い

ま
す
。
「
お
父
さ
ん
」
「
お
母
さ
ん
」

↑
皮
お

f
さ
ん
を
こ
の
少
年
間
に
人

間
さ
せ
、
ト
白
，
ー
さ
ん
の
成
長
を
な
が

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

叫
刊

H
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
柔
道
、

剣
道
．
ソ
ワ
ト
ポ

l
ル
、
＝
こ
一
パ
ス

ヶ
，
ト
ポ
ー
ル
、
サ

ゾ
カ
l
、
ラ
グ

J

’
l
l

、
1
o
p
p
・－
b
jれ
脚
n
r

、
，、
，
J

、

ιι
、l
l

a

－8

・K
ん

飢

Tιlh

’’

l
ν
I
1
4
4
1
1

ル
、
軟
式
テ
ニ
ス
の

H
M
m
Bあ
り
ま

す
。山中

し
込
み
枕
ぴ
詳
細
に
つ
い
て
は
、

総
へ
H

体
行
館
へ
問
い
ん
H

わ
せ
て
く
だ

昔、
ぃ
。

市
町
開

ド
川
代
M川

i
E

決

勝
山
山
開

30 26 

2~＼ 6 

i(Iげl

f:< II 

36 

r; 

。h
苅ぃト

h

山 決 ii・｜山 準 女

一 決子
崎 勝 lζ 崎 勝 の

部12 14 

10 4 

h
m
A凡

リ山
一｝一
ぽ一

24 

6 

げl

lメ：

－
み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
＠
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vl> if; 7k f向 mi以 泊 三 折 笹 升宵 宮 島 境 一 分脱るうとも ． 一消費者司ーすロー

すべてのとうふに
「製造年月日」を表示

とうふは折々のう＞：節にあわせた献ぷで．食•：i.に

のはります。l'r＇は.IBfのとう ふ帰．さんで子作りど

うふを資うというのが主流でしたが．包装容総や

裂iiI肢体jの発岐に伴い．今ではスーパー当事で大抵

にグ己られています。

県内約 350の ·1~業者－がJm＼日lしている県以山商工

主ll｛~では．消t'i お－サービスとして． とうふの炎，，；

），~~ を改正しました。

これまで与の表ぷは充てんとうふ （とうふの業で

ある以:fl!こ誕l占l併を Imえ．包茨千~ ~a\に i主人. 'ff,: J?-t 

のまま加l然ののち冷l~li縫！却させたもの ）に限ら tL, 

しかも裂造年｝！日 X.'i保千五年JIllのど%らをぷぶ

してもよかゥたのですが．今回の改正により．す

べてのとうふに製造年jI Elがよ・ぶされることにな

りました。

また．充てんとうふは冬場で2～：tj担問.Ut~ 

でも 7～10LI t日Iiiト分おいしく食べるニとができ

るH持ちのする製品ですが． 「製造HよりOLi r.11 J 

という品質保持期間も表ぶされています。

それ以外のとうふについては．｛栄作Jjf｝；と して

「似合 ii.ii~し （ 10℃以卜）と「1\-P~JUIHll JカIk_！）・；さtl 

ています。

表，J；をよく見て．

4月のけんとう
震 3

段
以
後
に
な
勺
て
も
伎
に
お

ら
し
を
す
る
場
合
、
一
応
夜
尿
鋭

い
っ
て
い
ま
す
。
た
ど
3
殺
と
い

年
紛
で
は
、
時
々
お
も
ら
し
を
す

f
供
は
、
結
締
い
る
も
の
で
す
。

夜
以
佐
が
め
る
と
い
・
7
の
は
、
勝

の
山
山
日
に
あ
る
勝
脱
Mm約
筋
が
ト

働
い

て
、
む
ら
さ
な
い
よ
・
7
に
す

No.28 

＠ 

It ． 
協
力
者
名

地
区

水
島
息
子

孝
介
、
白
金
利
彦

崎
地
区

般
本
泉
、
浜
田
也
市
美
路
、

川
佐
千
子
、
宮
川
八
秋
、
宮
市
義
一
柄

、
野
田
陽
子
、
小
森
峰
子

川
地
区
幅
内
初
子
、
織
内
稚
崎

谷
山
崎
久
チ
、
長
井
利
治
、
折
谷
ニ

一
区

侮
沢
示
二
、
尾
山
作
家
チ
、

品
切
応
、
山
州
凶
梢
消
志
、
土
凶
年
明
、

山
仁
、
間
都
絞
、
武
回
線
弘

二
区

制
問
利
子
、
仏
総
俊
刷
、

尚
氏
炎
、
品
問
満
夫、

水
山
川
功
応

、
内
山
之
夫
、
氷
山
俊
夫
、
キ
崎

か
り
、

H
X
井
美
釆
口
、
岡
山T
伸
子
、

ぺ。……………1'"'-国民年金相

老齢年金の年金額はどう計算するのですか。

また．物価が上舛したときは．どうなりますか。

国民年金の老齢年金Ii保険料納付i~矧聞が25年以

上ある人に65£＆から支給されます。

~断｝年イ訟の王手金制については．保険料納付治則聞の月

敏 と保険料免 Jtll問の月数に応じて④のように計＋）：さ

れます。

たとえば.25年間保険料を納めた人の年金制は．

のようになります。

なお．凶j己年金にもスライド制lがあり .1年l笠間又ti.

2年度以上のWiil~に全｜玉｜消従者物価指数が5 ノ f一セント

を越えて変動したときは．それをもとにして．年金制が

改定されます。

また．昭和5年 4月l日以前に生まれて受給資物JUI問

が10年から24年の問で気（おおされる人に支給されるε紛年

金は． ＠の頼にさらに資絡期間の制輸に応じて。の

額が加算されます．

2
月
実
筋
A
H

大
平
盟
、
水

？ 老 齢年金の計算方法は

忽~
Cコ

問

尿

症

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ニ
と

で
す
。
つ
ま
り
．
勝
脱
M
約
筋
の
働

き
が
先
述
す
る
こ
と
が
般
も
祇
．
袋
な

の
で
す
む

自

然

治

癒

を

待

つ

－マ
7
し
た
身
体
的
機
能
の
発
達
は
、

子
供
に
よ
勺
て
か
な
り
例
入
来
が
あ

り
ま
す
。
佼
以
佐
は
‘
年
齢
附
が
進
む

に
つ
れ
て
日
然
に
治
る
こ
と
が
多
い

わ
け
で
、
治
療
の
法
本
原
則
は
、
い

か
に
チ
供
の
心
を
傷
つ
け
な
い
よ
－
ヲ

に
し
な
が
ら
自
然
的
癒
を
待
っ
か
主

い
う
ニ
と
に
つ
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、
夜
は
度
々
起
こ
さ
な

い
こ
と
で
す
。
起
こ
し
て
も
、
せ
い

ぜ
い

一
度
に
し
ま
す
。
起
こ
し
た
時

村
口
忠
子
、
長
崎
多
美
チ
余
滞
英

二
、
魚
住
行
子
、
舟
川

一
一
俊
、
中
村

扶
美
子
、
桝
井
茂
春
、
高
沢
竜
男
、

上
原
正
俊
、
米
間
芳
男
、

東
崎
学
、

山
石
井
弘
美
、
荒
尾
孝
子
、
深
松
加
奈

恵
、
若
林
美
香
子
、
長
津
雅
子
、
小

林
明
美
、

L
藤
昭
一
、

下
漆
修

米
悶
仁
志

泊
三
区

米
有
佳
皇
、
藤
図
恭
子
、

滋
閉
館

一
、
経
間
政
治
、
中
隊
謙

一

郎
、
愛
州
場
真
希
子
、

平
野
清
彦
、
加

釘
達
文
、
平
野
佳
織
、
松
原
均
、
館

秀リ中川
五
箇
圧
地
区

山
崎
和
笑
、
金
持
久

子
、
岡
山
尚
桜
子
、
稲
荷
敏
子
、
山

手
妙
子
、
山
手
維
代
、
重
野
正
、品川

沢
正
道
、
長
崎
由
起
夫
、
広

m千
徳
、

浜
ゆ
か
り
、
新
聞
浴
菜
、
山
手
山
笑

⑥ 

かしこも、Jj'ft物を。

に

は

は

っ
き
り
と
日
を
さ
ま
さ
せ

る
こ
と
が
大
切
で
す
内
巾十
分
似
り
な

が
ら
の
俳
以
は
、
「
似
勺
て

い
て
も
排

M

旅
し
て
良
い
」
と．

f
供
に

L
つ
け

て
し
ま
う
・
』
と
に
な
る
か
・
り
で
す
り

で
す
か
・
句
、
む
し
ろ
起
ニ
さ
な
い

で
い
る
万
が
良
い
く
・
り
い
で
、
起
－
－

さ
な
い
十
刀
法
を
焼
く
す
す
め
て
い
る

山
中
川
家
も
い
ま
す
勺

つ
ま
り
、
で
き
る
だ
け
以
を
貯
仰

さ
せ
る
－
－
と
を
続
け
て
、
前
約
紡
の

発
達
を
促
す
た
め
で
す
・

叱
る

。〉

は

逆

効

果

市
民
採
が
あ
る
か
・
句
と
い

ゥ
て

f

供
を
責
め
る
こ
と
は
叫
刷
物
で
す
ω

そ

れ
よ
り
も
、
う
ま
く
い

勺
た
時
に
は

め
て
励
ま
す
こ
と
が
大
切
で
、
火
敗

し
た
時
に
叱
る
の
は
辺
効
決
と
な
リ

ま
す
。

チ

河

内

線

f
、
佐
波
・
太
、
広
則
正
出町

南
保
地
区

消
水
級
志
、

柳
川
ぶ
泊

代
、
崎
国
間
利
志
線
、
後
同
凶
江
利

f
、

松
原
智
恵
子
、
中
山
徹
也
、
坂
様
相

法山
崎
地
区

真
部
進
、
名
鎗
品川
f
、

九
里
久
美
子
、
花
房
治
字、

上
村
総

一
、
七
沢
日
登
美
、

江
端
本
雄
、
休

栄
一
、
中
野
由
紀
美
、
秀
永
折
口
也
、

山
本
正
明
、
安
達
徳
的
、

取
れ
也
氏
由

美
、
山
本
美
氏
H子
、
水
肝
炎
制
H
f、

長
津
浩
美
、
仙
名
川
川
犬
、
・
水
計
約
也
、

4
1峠
1
弘佐
R
7
L

岨
m
d
・鋼電事’”
L
U

－－M
h

，

犬
家
庄
地
区

今
一凶
敏
、
以
U
作
治
、

治
水
歳
、
鍛
リ
叩
川
秀
似
、
小
川
正
犬

広
川
昭
義、

似
問
久
「
、
総
川
い
づ

み
、
山
崎
由
紀
、
山
附
忠
良
子
、
小

川
好
美
、
板
口
消
炎
、
小
川
延
克

＠ 
年金額＝ l(l,680問×保険料納付済月数）

+ {1,680同×保険料免除月数）×%1×1.144 

⑮ 
1,680同×300(25年）× l.144=576,600円

年金額 576,600円（月額48,050同｝。
力a.fH!i = 1650円×（300一国民年金加入月数）

保険料納付i~ 月数＋保険料免除月数×7f
｜×1 144 

国民年金加入月数 ． ． 
〔注〕 l.1441i.スライドIf"です．

調民年金制に100円未満の端・数が生じたときは.50問

未満は切り姶て. 50円以上は切り上げます。

－
く
ら
し
の
情
報
室
⑪

，町

置
晴

・
本
町
商
店
会
で
シ
ン
ボ
ル
マ

l
ク
を
募
集

現
集
期
間

4
H
川
川
H
1
5
川
5
け

応
募
資
格

年
船
、
作
．別
．町
内
外
作
伐
を
問
わ
ず
・

応
募
用
紙

ハ
ガ
キ
サ
イ
ズ
以
ト
ハ

U
D
5
判
打
山
ま

4

・、

作
品
内
容

尚
店
会
に
相
応
し
た
作
品
で
あ
り
て
．

あ
ま
り
似
維
で
な
く
．
川
快
で
縦
し
み

の
あ
る
作
品
。
簡
単
な
必
川
を
付
け
て

く
だ
さ
い
リ
カ
ラ

i
、
3
色
以
内
、

係
正
月
行

戸川休川
｝
5
U
H
刊
ぃ
崎
山
九
五
・
州
品
券
山
川
作
、
令

5
f川
．，

3
山
，

～泌
総
あ
さ
ひ
6
バ
ザ
紙
上
－

朝
日
町
尚
仁
会

（
ト
新
川
郎
制
日
町
川
川
似
9
6
9）

.A 
~ 

エ

か

ら

発

表

応
募
場
所

国
団
四
四
局
いV

O
電
子
郵
便
の
ご
利
用
を

宇
佐

・
進
乃
r
・
統帥酬
と
新
し
い
人
似
の
旅
伝
わ
の
シ
1
4人
・〆で
す

ニ
の
新
し
い
門
出
に
、
励
ま
し
と
川町い

の
J
民
を
ま
ご
ニ
ろ
し
い

勺
し
ょ
に
、

J
t
f
u動
MF
で
酬
州
リ
ま
せ
ん
か

さ

り
と
ぷ
敵
な
フ

レ
ゼ
ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
ま
た
、
お
川
町
い
の
川
は
、
悦
利
に

な
り
た
ぷ
動
似
小
包
。
で

な

お
、
郎
似
川
に
も
い松
川
川
の
山
山
を

ら

O
青
い
鳥
郵
便
業
．
を
発
行

今
年
昨
は
も
身
体
障
害
者
に
付
す
る
用
制
m
ir
－問
心
の
・
仙
川
刊
の
た
め

ぷ
川
い
鳥
山
動
従
業
香
e

を
発
行
し
ま
す
積
出
身
体
附
刀
打

F
l・

2
級
）
の
打
に
義
し
上
げ
ま
す
千
拡
を
持
参
し
て
．
4
川
初
日
か

ら
6
H
n
l
日
ま
で
の
問
に
、
郵
悦
い
切
に
山
中
し
山
て
く
だ
き
い
、
一

人

初
校
ま
で

6

申
し
出
用
紙
は
、
耐
勘
州
K
H
M
，
と
町
社
協
に
あ
り
ま
す
ω

園
潮
岬
町

E
E
Fゆ

間
人
リ
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
リ
ま
し
た
。

新
会
社
の
正
式
名
称
は
、

「
臼
本
屯
U
M
世
品
会
社
』

業
活
動
上
の
呼
称
は
、

「
N
T
T
」
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
未
米
に
向
け
た
私
た
ち
の
決
立
を

「
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
ル

ー
プ
」
と
い
・
ヲ
新
し
い
マ

l
ク
に
込
め
ま
し
た
の

ど
う
か
、

N
T
T
に
倍
仰
の
ご
愛
副
酬
を
お
制
い

い
た
し
ま
す
。

で
す
が
、
事

開
閉
店
円

あ
な
た
も
町
政
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

私
た
ち
背
年
団
で
は
、
活
動
の

一
環
と
し
て
、

ω忽・
1
I

川
年
・
治
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

山
払
た
ち
H
け
年
の
戸
を
町
政
に
反
映
し
た

「住
み
－
N
い
榔
上
社
会
の

建
設
」
の
た
め
、
あ
な
た
も
町
政
を
時
十
例
し
．

H
川
年
議
H
H
の
一
いれに

な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
．

m細
に
つ
い
て
は
、
朝
日
町
注
ヘ
H
M年
間

｛
告
別
l
1
5
6
0
）

χ
は
、
例
目
町
教
育
委
日
会

（
告
白
｜
l
l
り
4
｝
へ
，

年

か

団

ら

行政相談相談室川
このような苦情や要望はすぐ相談を

・は制裁 （巾し：LI>oはその情置 （改善）

・ l:船悩判l：年余をj!J:くの郵便局で受けていたが．年金

証のがi前WIになり.Iど新された証書を持参して．郵｛従

J.-,jに王手金をも らいに行ったら断わられた。どうしてな

のか調べてはしい。

0 さ っ そく 銅；1必同で~怖を調べてもら っ たところ. ;/{ 

払いla:lが-t>:J,,jとなって必り ．町の記入l:lli主いであるこ

とがわかったので．今までどおりの支払い川に訂正し

でもら った。

fl!J炎はすべてf・i'.・＇必であり．無料です 。

てください。

行政相談は.11.i: JI W. l ・ 第 3 火曜日に朝日町村，＼~！：セン

ターて’行っています。なお． 4月は｛本みます。

お火事でに制J楽し

－
昭
和
印
年
4
月
号
⑪ 一一一

F
O
F
h
x
d
 



L
m一
／
／
川

／
／
／

ご

消
防
庁
長
官
表
彰

f

／
／
永
年
勤
続
功
労
家

／
／
／
‘
ヲ

第
4
分

間

分

団

長

／

f

h
富
山
県
知
事
表
彰

／
f
什

無
火
災
表

彰

朝

日

町

消

防
団

／
／

ち

n

第

3
分

間

分

団

長

／

／

功

績

章

第

5
分
団

分

団

長

$AF
精

勤

章

第

4
分
団

部

長

日
本
消
防
也
会
表
彰

竿

．蛸

綬

初

日
町
消
防
団

精

勤

章

第

2
分

間

分

団

長

勤

続

市

消
防
本
部

川
A
H
納

富
山
県
消
防
也
会
表
彰

功
制
ド
U
化

京

第

2
分

間

成

長

功

給

抗

花

京

第

6
分

間

刷

分
川
H
K

勤
続
U
献
花
配布

第

6
分
一
川

刷
分
川
以

惜
別

l
分

印

刷

説

明
則

2
分

間

同

以

第

3
分

間

部

長

第

3
分

間

続

長

第

3
分
間

山

町

長

第

3
分

間

団

員

第

3
分

団

団

員

第

5
分
団

庇

ux

第

5
分
団

妊

長

第

5
分

団

団

長

第

6
分

団

班

長

第

6
分
団

班

長

第

6
分

団

抗

日

夜

第

l
分

団

脱

H
K

第
1
分

間

川

町

長

第

2
分

間

凶

u

第

2
分
凶

凶

M

消
防
団
春
の
表
彰

越
i~再

，， ，， ，， ，， ，， ，， ，， ，， ，， ，， II II ，， ，， ，， 

第

2
分

間

団

第

2
分

団

団

第

5
分

団

団

第

5
分

団

団

M

第

6
分
団

団

優
良
後
間
員
章

（赤
色
章
）

第

3
分
団

団

家
族
に
対
す
る
感
謝
状

団

本

部

回

中

伸

宰

副

問

長

の

必

第

2
分

間

消

水

州
統
明
部
長
の
必

第

3
分

間

谷

口

敏

部

長

の

安

第

5
分

団

小

休

義
正
部
長
の
必

永
年
勤
続
退
職
者
感
謝
状
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3月8日
泊高校第 1固海外研修に

午前6時40分から．｜正m:i(I駅前広場

で， i(I尚＋交の~ l ~·I ’l=.i1ti除外魚urn研修

参加lr,·の~I：行式が行われました。

こilli. lnl際化の械がl~I し寄せる現

代社会の中にあ勺て. I.iii!努（I~）t見Jfに立

って判断 できる能力lえぴ例法性と ifi1J 
に白んだ人的の形成とともに．生きた

失J討のγ：＼I>／のために行われるもので，

今年Lt. 3 JI~ II～ 3 11301 iまでグ）23

l:l HIJ. アメリカ 1'4 i~tlド（ワシントン十｜。｜

～カリワォルニア）を必ずれること に

なリました。参加｜才；・：nr.u.「%のある

研修をしてきますJ と1J ~9l ~、 J袋を伐

し./I¥党していきました。

欽 i手収品i・ 符逸 話~ 1呆 克手IJ卒後 l羽竹 Att.Att. 1お
,,l一 作－ 'fi •Ji、郎孝 一 之猛臣男義雄 － !ft！イ1・ ~.. -・ 

V泊駅前広aで開かれだ壮行式

3月2日
保母さん熱心に研究・討自民

このlI !f:jjij 9時から．朝日町r-t人M

tJJ：センターで． ド新川淵；保有所連総協

演会主fl~ の保育研究会が聞かれま し

た。こtll;t.，朝日 ・入善 ・守：荻月の 3

町の保母さん等：で栴成される同協議会

が．毎年定め． 十lごろの保育の中で実

践しているr保育目標J r研究テーマJ

を発事長し． これからのよ リ良い保有に

’hかそうと附俄されたむのです。

研究会でIi. 5つの絡会に分かれ．

一年聞のttillな体験をむとに研究 ・討

議 され．まとめられたむのを全体会で

発返し．決怠．を新たにしていました。

之消 幸 手(I
夫正 郎誼章

司Fおはらいを受ける診列者

4乙
芭

む
郎

企~会で研修したことを緩告

3月2日
出漁航海安全大漁祈願祭

j主i下Ill~I哲＇·r.の 航j毎安全と大漁を制ぃ．

このII，午後 l時30分から.i(t脇子八

l愉・：：＼にJ五L、て．大討論．祈願然が行われま

した。箇f/I',漁組介でIi.紙年；J¥漁時！日l

を内え’災地しているものです。

なj)t,r,-J・ ..以／I¥r.肘具合連合会長から

j~j学的~に長年従・，，された次の方々が

k彬されま した。

0米Ill.'.¥.'.!ft. （来与野）

。』；；Ill正一（中三浦町）

2月23日
ライオンズクラブが鍋り出し市
初！日町ライオンズクラブのチ『・リテ

I イバザー r1~＼ I) IれしiiiJ は．このH!t: 

1jij 9 時から 中央農協会館ホー JI, で1~1か

れ. •, •. (i)jからたくさんの人が.l.'iめ仙け

ましたe

この，〈ザ－（i，会iiが i人JO点ずつ

持丸谷った日間後1~ 1¥11 2001,11余りが／J(:

•J ;J!ll売 さtlたもので.＇，じi面の 3分の l

から 5~｝の l と非常に安くな～ている

ニとから.11をぶように売れていました

なJj ， 収益主~f;;li . 社会計，＼ h~のために

；汗附されることiでな内ています

'• ¥ 

3JJJOll(llJ. ＜リJII IBf• I• 央農協

会館て－. NII K市山政治川のl品J/uj

50周年－を記念し. r 1• t:Hち悦i~｛ 」の

公l~I H/'i'かありました。

や；徐lよ午後 i時！日Ji~｛でしたカヘ

f払；tL i処~－ . ,: 1 -m民－’j'. など~·＃の

お四・入計カ＇11\ i~｛・tるとあ勺て． ’i:

1iij 9 時 1iiJから仰｜かて ~. 'r-1を（）~与

のl~J.t~；とともに約 i'Oll 人カZ人t易し

ました

公開H/'i'!i.i'i II kテレビの’ニ

エースセンター とやま J 等でれな

じみのfをぬア十ウシサーの判i1 IBf 

の制介にfl(;まり.,t; (J.＂ん ・ニLtん

さんのタ ・7 ダL スによるi’＜IV:J’Ii.

の物まねを折リ込ん l!i・＼~ ~ － 「 ｛ド ー －

lfi: J ・ 1iii ll l ll存之助 さんの il~l lll物ま iJ..

tドl重し・；1・1砂川ーさんのj丸山 「車内的パ！瓜

i;t＿，・｜付j低十i::r ・!if; 1；さんのぬ ~－ I jj 

j内｛主張し L 、」・ Jt~すすむさんの Ii. 本

ひろしゃ氏£·・グ】 ，： 1 －~7 F,~＇1j：を~＇r り

j主ん I！ ギタ－ i~~.I実． 三i些.•；：：~~！.！~き

んの部，m「（－（J.灼J ~ill:み. ，.~い I 
，，ぱなしの2時!:IIでした ｜ 

なJ;, この鈴；＇＼＇Iよ． ・111711(11) l 
: 4 J l 1-111(11)0'汁：iを1011.y15分から i 

1¥ H Iくラジオお lて’l/{j益されます I 
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汁ι1以絞め 下かとぞ比る つくっ

くし ’f；かさ分くる必のけしさは” 一

一一ーとd藤原為家の；欽にあリますJ夫本

手II：炊抄｝
－，，，、

（ん·f~W と（；t.，がを 1i］る 1;_·伸。 つくし
は！？．つくっfくしとも J勺ていたよう

で.'i'-N. ~i干に 111.たかわいらしい姿を

みせるツ クンにIi. I＼＇の人む心をひか

tl fニグ〉て’しょう。

きて..i-市を‘れにして作のたよりを

ー・下作 L. というわけでもあ りません

が．町の財人ボランティアクルーブの

「 まんさく グループ」（代表イ（；： ~Lt る

いさん）会HIlr,ti. ビデオカメラ を

3川こして「ふるさとのたより」を製作：

し．このほど釜イiHiの浜川市長あてに

i韮りました。

これは. ＂＇＇・年．町が友好行1;iiiの締結

をしました ~1i 1liの国r:I'.身行にはても

らおうと 製作：されたもので．内れは.,Ji; 

川地lベの然リ．城llJ，不動停遺跡＇ (i 

in川~ XHf.rfifi'!f を ~：：~ 介 した も のです伶

さて．回［でも~イiiiiとの交流事業と

して．今年度Ii，町花・回r.-1.；の火検 （議

イi-.!iの1h花tir はまゆり J・ iii~－ (j. 「fニ

ペ；のき 」）と 紛lH町で誕中．したピーチ

バレーボールの指呼4守派jJ:1等を巧えて

います。また．広報紙もこれまでは交

検する！！.けでしたが． 5 Jlサからは．

I（いのiii・ IBfを制介するニとになゥて

いますe お ；~ しみに。
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~ （女） 9.895 9.902 7 ~ き
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